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2022年度にͻきつͮき、Ұൠஂࡒ๏人

૯߹研究所とҰൠ社ஂ๏人中小企業産学官連

携センターは「中小企業の外国人活用」をςー

Ϛに共同研究を行った。

わが国の労働力人口がܧ続的に減少する中、

活ಈがίϩφՒલにΓつつあΓ、日本国ࡁܦ

における人手不足のӨڹはਂࠁ化している。

ͦして、労働力の୲い手としての外国人ै業ऀ

の存在感はますますߴまってきている。
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ใࠂʰ中小企業の外国人活用 　ɦ「ۚ༥」

2023年̒月号
1

）では、外国人を活用している

中小企業の実ଶについて事実発見ܕの調査を

実ࢪした。ҎԼでは、ࡢ年度の調査から発見さ

れた事実・事をいくつかհしたい。

まͣ、外国人ै業ऀが༷ʑな業छに異なる

雇用ܗଶでۈ務していることから、෯くイン

タϏϡーを行った。ͦこでは、業務のқ度に

よΓ雇用ܗଶや企業の実ࢪする教ҭなͲにҧい

があることが໌した。

ୈ̍ষɹ͡Ίʹ
Ұൠஂࡒ๏人૯߹研究所 ओ研究員  中୩京ࢠ
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Ұൠに、業務の習ಘがൺֱ的қしいものにつ

いては、教ҭはݶ定され、ΉしΖ正֬な࡞業を

֬実に行うことが求められる。習ಘがࠔな業

務をؚΉ場߹には、教ҭの役割が大きくなる。

ͦして習ಘがࠔな業務が多い場߹には企業

ଆが教ҭするだけでなく、外国人ࣗにػ

会を༩することが求められる。

企業においては、習ಘが容қな業務が多い

場߹には技能実習生を活用し、習ಘがࠔな

業務をؚΉ場߹においては技能実習生として習

ಘした業務をさらに特定技能として活かしてい

くというಈきがみられた。ͦして、習ಘがࠔ

な業務が多い場߹には、ւ外ڌがある企業

は当֘ւ外ڌにおいて実がある、もしくは

が見込まれる社員を日本のڌに企業

సۈというܗで日本国ڌにて教ҭする場߹

や、大学で技能をにつけた人材を࠾用する

というಈきがみられた。
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外国人を雇用する企業は、Ұ定のΫΦϦςΟ

の人材を҆定的に֫ಘするために「࠾用લのϓ

ϩセε」「࠾用後の研म」をஸೡに行うこと、

特定のग़国・Ҭからの人材や特定の大学や、

専門学ߍのଔ業生を܁Γฦし࠾用するなͲ࠾

用ܧ続のための۩ମ的な行ಈが見られた。Ұํ、

外国人ଆのχーζについてもܦӦऀならͼにͦ

こで働く外国人や、同྅のインタϏϡーを通

じて֞ؒ見ることができた。労働ใुとしてߴ

い所ಘを֫ಘできる国を୳している外国人にと

っては、Ԥถॾ国とのۚ格ࠩのがΓやۙྡ

アジアॾ国とのۚ格ࠩのॖ小から日本Ҏ外の

国に৬を求めていることがࢦఠされている。し

かしながら、ۚだけではないԿかଞの要ૉを

に入れて日本を働く場としてબしているྀߟ

ऀも多い。技術系社員の中には、国の大学で

学んだ知識が国の৬場では活用できないた

め、ࣗ分の能力を活かし、さらに多くを学Ϳた

めに日本企業で働きたいというがある。日本

文化に関৺を持つऀが日本企業で働くことを

んでやってくるケーεもある。ߴ度人材のみな

らͣ、技能実習生においても、日本文化にڵຯ

を持ち、日本企業でのब業をرするऀもいた。

2022年度の調査研究では、中小企業におい

て「外国人活用」をうまく行͑ている企業は、

Ұൠ的に人材のҭや活用がうまく行͑ている

企業であるような印を受けた。社でのҙࢥ

ૄ通がεϜーζで、社員のؼଐҙ識やຬ足度

のߴい企業では、日本人・外国人・ए手・ϕς

ϥンの区ผをわͣ、社員全ମの定ணもߴく

なっているようだ。

ͦこで、2023年度はྔ的調査によΓ、外国

人の活༂にはͲのような要ૉがඞ要なのかにつ

いて、企業ଆの目ઢで֬認するため、アンケー

ト調査を実ࢪした。

̍ɹຊ調査の目త

本研究の目的は、中小企業で働く外国人（Ҏ

Լ、外国人ै業ऀ）に対して、「人事ࢪ策」、「

৫෩」、「人的ަྲྀ」という企業ଆのアϓϩー

νが、外国人ै業ऀの「」、「ຬ足度」、「定

ண」にӨڹを༩͑ているかͲうかをଌ定し、۩

ମ的にͲのアϓϩーνが༗ޮであるかを໌らか

にすること、ͦして、中小企業が外国人ै業ऀ

の活༂をଅすためにऔΓうるࢪ策を໌ࣔするこ

とである。日本国のۚ上ঢが（पล国と

ൺֱしても）いことや、ԁ҆によΓग़国の

通՟にࢉしたときのۚが減少することか

ら、外国人が日本で働くことをためらうに

あるのではないかと言われている。Ճ͑て、中

小企業においては、大企業とൺֱしてۚਫ

४がいことが多く、༏लな人材を雇用するこ

とがしいという印がある。

年度の調査では、業務のқ度に応じてࡢ

外国人ै業ऀを技能実習生・特定技能、ߴ度

人材（技術系、事務系）の特ੑを౿ま͑て

ஔし、活用している事ྫが見られたこと、また、

度人材においては企業が事務系と技術系でߴ

求める能力が異なることなͲの事ྫがあった。

これらを౿ま͑、外国人ै業ऀの雇用ܗଶによ

って企業の対応にҧいがあるのかを、「技能実

習生」、「ߴ度人材（事務系）」、「ߴ度人材（技

術系）」の̏つのΧςΰϦーに分けて調査する

こととした。なお、特定技能については、2019
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年4月から受け入れがՄ能となったもので、実

際にはब業している人数がݶられていることか

ら、今回の調査では技能実習生のΧςΰϦーに

特定技能をؚΉこととした。

̎ɹ企業ଆのχʔζɿ̏ͭのΧςΰϦʔ
ʹ͓͚Δҧ͍

中小企業が雇用する外国人には、いくつかの

ΧςΰϦーが存在する。

Ұൠに、「技能実習生」は、習ಘがൺֱ的қ

しい業務にै事し、日本ޠ能力や専門能力をඞ

要とせͣ、正֬な࡞業を֬実に行うことが求め

られておΓ、教ҭについても当֘࡞業でඞ要と

されるものにݶ定されている。もちΖん、Ұ෦

の企業においては「技能実習生」を教ҭするこ

とで「特定技能」としてظ的にब業し、ઓ力

となることをظ待しているとこΖもある。

能ޠ度な日本ߴ、には「度人材（事務系）ߴ」

力を持つことがظ待されている。日本ޠ能力と

ޠである外国ޠ能力をみ߹わせることによ

Γ、ւ外Ӧ業において༁・通༁業務を୲う

人材としてظ待しているためである。また、日

本人の多い৬場で日本的なνーϜとして事を

するためのద応力も求められている。

Ұํで、「ߴ度人材（技術系）」の場߹は、

研究・։発・のような、当֘企業のڝ૪力

することが求められている。技術系ݙߩ上に

社員の場߹、（外国人ै業員であるか൱かを

わͣ）Ӧ業なͲで٬ސとする業務ではないた

め、日本ޠ能力よΓも専門能力のߴさがඞ要と

されている。また、ւ外のҰྲྀ大学で学んだ能

2　 多༷な言ޠに対応したアンケートථを࡞することは理的にࠔであるとஅした。
3　 理৬とは外国人ै業ऀの上࢘として・ࣔࢦ理するऀをࢦす。役৬名はわない。

力のߴい人材は学習能力もߴく、日本ޠの習ಘ

もૣいということである。

このように、ߴ度人材においては、事務系と

技術系でظ待される能力が異なるため、̎つの

ΧςΰϦーに分けて調査するものである。よっ

て、「技能実習生」をؚめ、̏つのΧςΰϦー

に分けて調査した。

̏ɹ֎ࠃਓै業ऀのΞϯέʔτΛ࣮ࢪ
͠ͳ͍ཧ༝

また、本དྷ、外国人ै業ऀの「」や「ຬ

足度」については、直本人にアンケート調査

を実ࢪすることがましいが、外国人ै業ऀ

のアンケート調査は日本ޠのアンケートථ
2

で

の実ࢪでは࣭容についてे分に理ղして回

答をಘることがしいとஅした。また、外国

人ै業ऀが回答するࣗらの「」や「ຬ足度」

はओ؍であΓ、企業ଆが求めるϨϕϧにୡして

いるかͲうかをଌ定することがしい。ͦ こで、

外国人ै業ऀを෦Լに持ち、日ʑしている中

小企業の理৬
3

を対に調査し、企業ଆの「ࢪ

策」、「ظ待度」とͦれに対する外国人社員の「

」や「ຬ足度」について回答を求め、分析

することとした。


